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研究の全体概要 

本研究では、個々の最終処分場における廃棄物特性と埋立環境に応じた物質動態を、実用的に予測・

評価するための手法を開発する。研究者と実務者の連携強化ための情報基盤の構築によって、現場情

報を大量収集し、理論的な予測誤差に補正を行うことで予測・評価手法を精緻にする。不均質な最終処

分場内の物質動態を時系列的に予測評価することで、最終処分場の適正化を行う。 

具体的には、廃止期間予測モデルの実用上の展開を図るため、従来の数値埋立モデルをベースとし

つつ、実測データとの同化を行いながら予測計算を行う手法を開発する。半経験的ではあるものの実

用性に優れたものへと昇華できる。最終処分場における実測データが廃止期間等の予測に活用された

事例は少なく限定的であったが、近年の情報技術の発達によって、実測データの大量収集が実現可能

となっている。そこで、研究者（理論）と実務者（実際）が互いに情報を出し合うための情報基盤を作

製し、その情報基盤上で研究者は数値埋立モデルを無償提供し、実務者からはそのモデルに修正を加

えるための実測データを得る。この仕組みを構築することは、数値埋立モデルによる予測値と実測デ

ータの誤差を大量収集することにつながる。集められた誤差情報を統計分析し最終処分場の幾何条件

や構造条件等の因子と結びつけ類型化する。これは、個々の最終処分場の特性に応じた補正量を求め

る上で有効であり、廃止期間の推定をより実用的なものにするためには不可欠な研究課題である。し

たがって本研究では、全国環境研協議会と全国産業資源循環連合会を研究協力者として、実用的な予

測モデルの構築を進める。 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


